
　093-331-8013　 JR門司港駅より徒歩5分 旧大連
航路上屋内 　9：00～17：00　 毎週月曜日（月曜日が
休日の場合はその翌日）、館内整理日 　無料

H 関門海峡らいぶ館　関門海峡に設置されたライブカメラの映像を見たり、訓練用のシミュレーション映像で大型船から見渡しているような疑似体験をしながら、海の安全を
学ぶことができます。 　093-322-5002 　JR門司港駅より徒歩1分（旧JR九州本社ビル1階） 　9：00～18：00 　第2・4木曜 　無料

　093-322-5020 　JR門司港駅より徒歩5分
　9：00～17：00 　年4回休館 　無料

　093-321-4151 　JR門司港駅より徒
歩8分 　10：00～22：00（入館は21：30
まで） 　不定休（年4回程度） 　大人300
円／小・中学生150円

　093-321-4151 　JR門司港駅より徒歩2分 　9：00～17：00（入館は16：30まで） 　なし
　大人100円／小・中学生50円（2階のみ有料）

　093-322-1006 　JR門司港駅より徒歩3分 　9：00～17：00（入館
は16：30まで） 　第2水曜（8月は除く）、7月は第２水・木曜 　大人・高校
生300円／中学生以下150円／4歳児未満無料

北九州の特産品・海産物・
名菓等、豊富に取り揃えた
お店があります。門司港のテ
イクアウトグルメも人気です。
　093-321-4151
　1F かいもん市場9：30
～18：00、北九州おみや
げ館10：00～18：00
　不定

　093-332-0251 　JR門司港駅より徒歩8分 　10：00
～17：00（入館は16：30まで）　 月曜、年末年始、展示替
期間 　大人700円／高・大学生500円／小・中学生無
料（要保護者同伴）

　093-321-2651 　JR門司港駅より徒歩8分
（※駐車場無し） 　10：00～17：00 　月曜日（祝
祭日の場合は翌日） 　無料

　093-331-0222 　JR門司港駅より徒歩1分
　6：15～21：50、日・祝7：10～ 　（片道）大人
400円／小人200円／自転車：1台250円

　JR門司港駅より徒歩
5分
※2・3階は平成30年3
月末で閉館。
※平成30年10月に観
光施設としてリニューア
ルオープン予定。

昭和4年に門司税関1号上屋として建てられ門
司港の国際ターミナルとして使われました。現在は
イベントや文化・芸術の発表の場となっています。

新たな観光・文化の拠点
1階には映画の資料館「松永文庫」

昭和の香り

関門海峡の
歴史や文化を紹介する

歴史

12旧大連航路上屋

❾出光美術館（門司）

11九州鉄道記念館

13関門海峡ミュージアム

松永武氏が集めた映画ポスターやパンフレットな
ど約４０，０００点を所蔵・展示。平成２８年５月に
日本映画批評家大賞特別賞を受賞し、全国から
注目を集めています。

門司港～下関
間をわずか5分で
結びます。関門
海峡横断の船
旅は陸から見られない景色を満喫できます。

1913（大正2）築のサッ
ポロビール工場の煉瓦建
物群を利用した複合施設
です。ビール資料館や
ビュッフェレストラン、イベ
ントホール、写真館などが
あり、現在、国の有形文化
財に登録されています。

雑貨＆カフェ好きの女性たちにも注目されている門司港。レトロなビ
ルや町の中には個性的でおしゃれなお店がそこかしこに！お気に入
りのショップでお買い物をした後
は、レトロなカフェでまったり時間を
過ごすのが定番に。ノスタルジック
な門司港をめぐりながら、かわいい
ものをたくさん見つけて。

門司港レトロ地区の第一船溜まりに面した
複合商業施設で、レストランのほか、海産物、
雑貨、菓子など門司港ならではの土産が充
実。トリック3Dアートミュージアムもあります。

I人力車（えびす屋関門）　門司港レトロ地区を巡る人力車はJR門司港駅前、港ハウス前など各所で乗ることができます。　　9：00～17：00（季節により異なる）
　093-332-4444　　なし　　1人様 3000円～/１km、2人様 4000円～/1km

2人乗り電気自動車を門司
港レトロ地区で借りることが
出来ます。これで和布刈展望
台へも楽々です！電動自転車
は、下関までのサイクリング散
策におすすめです。

Aレンタサイクル・レンタカー
　 【JOYiNT門司港】

　093-321-2272 　JR門司港駅
より徒歩6分 　10：00～18：00
（11～3月までは17：00まで） 　なし
（1/1、2は休日）  　レンタカー
1,000円/30分　自転車500円/日

昭和6年に建てられた木造3階建ての旧
料亭。現存する料亭の建屋としては九州
最大級で内部は数寄屋造り。俳句の間、
大広間、展示室など見学ができます。粋を
尽くした意匠の数 を々ご覧下さい。

1日6回、橋が音楽にあわせて跳ね上が
る、日本で最大級の歩行者専用の跳ね
橋。「恋人の聖地」に選定されており、跳ね
橋が閉じて最初に手をつないで渡ったカッ
プルは一生結ばれるといわれています。

1912年（明治45）に建築された煉瓦造瓦葺
屋根の建物で、昭和初期まで税関庁舎として
使用していました。休憩所やカフェ、税関PR
コーナーがあります。

　093-321-4151
　JR門司港駅より
徒歩6分
　9：00～17：00
　なし　　無料

1914年（大正３年）に建
築されたネオ・ルネッサン
ス様式の駅舎は、鉄道駅
舎として初めて国の重要
文化財に指定されました。
現在は保存修理工事中
のため、駅舎を見ることは

出来ません。（平成31年春頃供用開始予定）

❺ブルーウィングもじ

❻三宜楼

レンタルでスイスイ移動！

観光案内所

世界的に活躍した黒川紀章氏の設
計。高層マンションの31階部分にあ
る展望室から門司港レトロを眼下に
見下ろすことができ、また、関門海峡
も一望できます。夜景の名所としても
人気です。

北九州市と中国・大連市との友好都市締結
15周年を記念して、帝政ロシア時代に大連
に建てられた建物を複製したもの。ドイツ系
ハーフティンバー様式が印象的です。

出光興産創業者 出光佐三のコレクションを中
心に展示する美術館です。

　093-331-1065 　九州鉄道記念館駅発10：00～16：40、関門海峡めかり駅発10：20～17：00　大人300円、小児150円、幼児は大人1人につき2人まで無料　運行期間：3月中旬～11月下旬（土・日・祝・GW、春・夏休みの毎日）

1917年（大正6）に、大阪商船
門司支店として建築。館内に
は、イラストレーターわたせせ
いぞう氏のギャラリーや海峡
ロマンホールがあります。

さ　ん　　き　　ろ　う

東洋の美

B旧JR九州本社ビル C門司港レトロ観光物産館 D門司電気通信レトロ館

E松永文庫

F関門連絡船

　093-322-1235 　JR門司港駅より徒歩7分 
門司港レトロ観光物産館２F　 10：00～17：00
　月曜日（祝日の場合は開館）・年末年始 　無料

門司港でアーティスト
の育成を行っている研
究所です。アーティスト
の工房や作品を見学
することができます。

G門司港美術工芸研究所

1921年（大正10）に三井物産の社交倶楽
部として建築された国の重要文化財です。2
階はアインシュタイン夫妻が来日の際に宿泊
した部屋と、「林芙美子記念室」があります。

❼国際友好記念図書館

❹旧門司税関

バス停

c 雑貨＆カフェめぐり d

※平成30年４月より、リニューアル工事のため、
休館し、平成31年秋頃、リニューアルオープン
予定。
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門司港美術工芸研究所
門司港レトロ観光物産館

13

三宜楼6

⒞Esri Japan

093-321-4151
JR門司港駅

　門司港のグル
メといえば焼きカ
レー！観光施設な
どでパンフレット
を配布中

art

新たな芸術・文化の
発信

1937年（昭和12）、三井物産
の門司支店として建設され、戦
後は国鉄九州総局門司鉄道
管理局として使用された建物で
す。１Fは門司区の歴史や関門
海峡の情報発信、２Fは黒田征
太郎氏を中心としたアートの創
造発信拠点。
　9：00～18：00
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